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	各回の概要
	第1回 夜の美術館で体感する、多様性とのやさしい付き合い方
	第１回目では作品鑑賞と対話のワークショップを実施しました。まずはそれぞれが三重県立美術館の常設展を鑑賞し「いまの自分の状況や気持ちを表すのにぴったり（一番近しい）と考えた作品」を選びました。その後４人程度のグループに分かれて、メンバーの選んだ絵を鑑賞し、その人がその作品を選んだ理由を想像したり、たずねたり、伝え合ったりしました。その後、ワークの体験を手がかりにお互いに尊重し合う関係性を築くためのヒントを考えました。
	【感想】

	第2回 さわる手、つくる手、つながる手
	第２回目では、全盲の講師からご自身の経験を聞き、視覚を使わずに触る体験を通して、多様性に気づく講座を実施しました。アイマスクで目隠しをして、前半は世界各国のおもちゃ・楽器などに触れて、見えないなかで想像したことを伝え合うワーク、後半は野菜や果物を触り、その感覚をもとに粘土で作品をつくり、最後に感じたことなどを共有しました。
	【感想】

	第3回 聴くから始めるコミュニケーション
	第３回目では、「聴く」とは何か、適切に聴くために大切なポイントについて学びました。講師からは「聞く」と「聴く」の違いは、聞き手の解釈が含まれるかどうかにあるとされ、これらの違いを理解した上で、自身がどちらの「きく」を行っているのか、場面に応じてどちらが適しているのかを考えることの重要性が示されました。後半では、「聴くこと」と「伝えること（フィードバック）」を両立するための具体的な手法についても紹介されました。
	【感想】
	主催／三重県　お問合せ先（事業委託者）／ NPO法人Mブリッジ（担当：中川）  csr@tsutaetai.jp


